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○申請者情報
採択年度：平成XX年度
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○渡航先情報
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研究機関名：○○○○○
研究室名等：○○○○○
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○渡航期間中の出張
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目的：
期間：
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目的：
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· 渡航期間中に一時帰国や学会参加等の目的で短期の出張があった場合、その目的、行き先、期間を報告して下さい。
· 複数回に渡る場合、追加して下さい。


［成果］
［申請者］
○支援により研究室等の負担軽減につながった点など






［派遣研究者］※研究者派遣プログラムに採択されている場合は、同じ報告内容を転記すること。
○プロジェクトの成果及び今後の展開
・研究概要














・国際共同研究の立上げ・ネットワークの構築
· 国際共同研究の内容、実施計画、応募予定の外部研究資金、渡航先国で実施した実地調査や文献調査等の内容、参加した学会やその他の学術・交流組織、そこから構築／深化した研究ネットワークの内容等















・国際共著論文の投稿・発表等の状況、国際学会等での発表状況［予定を含む］
· 論文の題名・雑誌名・共著者名・投稿・刊行状況、学会名、発表題目等












・在外研究経験によって習得した能力等
· 渡航先機関で得た研究の展開方法、研究室の運営方法、教育方針・人材育成方法等















・在外研究経験を活かした今後の展開
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